
いちごドリルプリント

弥生時代プリント 名前

問1 弥生時代の文化を象徴する遺物である「銅鐸」について、その使用目的や出土傾向を正しく説明しているものはどれか。 （2024年 京都公立入試 類似）

1. 豊作を祈るための祭りの道具とし

て用いられ、滋賀県や和歌山県を含

む近畿地方で多くの出土が確認され

ている。

2. 実際の戦いや狩猟で使用するため

の実戦的な武器として、東日本を中

心に広く普及した。

3. 縄文時代から続く伝統的な風習に

おいて、死者を埋葬する際に手足に

装着する装身具として使われた。

4. 最新の農耕技術を伝えるための工

具として、兵庫県や島根県などの沿

岸部のみで限定的に使用された。

問2 稲作の伝来によって食料を蓄えることが可能になると、社会の仕組みが大きく変化しました。土地や水をめぐる争いが発生し、富や権力を持つ

者が現れたことで生じた、当時の社会の変化として正しい説明を選びなさい。 （2023年 長野県公立入試 類似）

1. 各地に「クニ」と呼ばれるまとま

りができ、それを支配する「王」が

現れた。

2. 人々は定住をやめ、マンモスを追

いかけて移動する生活に戻った。

3. 朝廷が全国の人々を戸籍に登録し

、すべての人に一律に口分田を支給

した。

4. 身分差がなくなり、すべての村人

が平等に食料を分配する仕組みが完

成した。

問3 弥生時代に大陸から伝わった金属器のうち、銅剣や銅矛、銅鐸などの青銅器は、時代が進むにつれて本来の武器としての役割から変化し、どの

ような目的で用いられるようになりましたか。 （2020年 沖縄公立入試 類似）

1. 豊作などを祈るための祭りの道具 2.

定期市で品物を交換するための貨幣

3.

仏教の教えを広めるための儀式用具

4. 巨大な古墳を築造するための土木

用具

問4 3世紀頃の日本（倭）の様子について記された中国の歴史書『魏志』倭人伝には、「長年、国々が争い合って混乱していたため、人々は一人の女

子を王に立てた」という趣旨の記述があります。このとき、邪馬台国の女王として擁立された人物は誰ですか。 （2020年 秋田県公立入試 類似）

1. 卑弥呼 2. 壱与 3. 推古天皇 4. 持統天皇

問5 邪馬台国の女王卑弥呼が、当時の中国の王朝である魏に使いを送った背景やその後の状況を説明した文として、最も適切なものを選びなさい。

（2023年 山形公立入試 類似）

1. 魏の皇帝から「親魏倭王」の称号

や金印を授かることで、国内の小国

に対する自らの権威を高めようとし

た。

2. 大陸の優れた仏教文化を直接取り

入れるために、公式な使節として小

野妹子を魏の都へ派遣した。

3. 倭の奴国の王として、後漢の皇帝

から金印を授かり、九州地方の交易

の利権を独占しようとした。

4. 秦の始皇帝に対して不老不死の薬

を献上することで、国内の争いを鎮

めるための軍事支援を求めた。

問6 1世紀半ばに日本の「奴国」の王が中国へ使者を送り、皇帝から金印を授かったという出来事が記されている、当時の中国の歴史書として正しい

ものを答えなさい。 （2016年 大阪公立入試 類似）

1. 後漢書 2. 魏志 3. 史記 4. 日本書紀

問7 弥生時代に作られた青銅器の一種で、釣鐘のような形をしており、表面に流水紋や当時の狩猟・農耕の様子が描かれていることがある、稲作の

祭りなどに使われたとされる遺物を何というか名称を答えなさい。 （2020年 大分県公立入試 類似）

1. 銅鐸 2. 勾玉 3. 埴輪 4. 銅鏡

問8 弥生時代に使用された青銅器である「銅鐸」の変化や、当時の社会における役割について説明した文として、最も適切なものを次の中から選び

なさい。 （2020年 山口公立入試 類似）

1. 当初は内部に「舌（ぜつ）」を吊

るして音を鳴らす楽器として使われ

たが、次第に大型化し、豊作を祈る

儀式で飾るための道具へと変化した

。

2. もともとは実戦で使うための鋭い

刃を持つ武器であったが、次第に大

型で薄い形状になり、首長の権威を

示すための宝物として扱われるよう

になった。

3. 死者の霊を守るためや王の権力を

誇示するために、古墳の表面に並べ

られた土製の焼き物として、全国各

地の有力な豪族の間で広まった。

4. 大陸の王朝から日本の王に授けら

れたもので、金印とともに当時の日

本が中国の皇帝に認められていたこ

とを示す外交上の重要な証拠となっ

た。

問9 江戸時代に志賀島で発見された「漢委奴国王」と刻まれた金印や、3世紀の歴史書に記された卑弥呼が「親魏倭王」の称号を授かったという記述

は、当時の日本と中国のどのような関係を示していますか。 （2021年 茨城県公立入試 類似）

1. 中国の皇帝に臣下として礼を尽く

すことで、自らの支配権の正統性を

認めてもらう関係

2. 日本が中国の王朝に対して軍事的

な圧力をかけ、金印や称号を無理や

り奪い取った関係

3. 中国の皇帝が日本の優れた統治体

制に学び、日本の王に中国の政治顧

問を依頼した関係

4. 日本と中国が対等な立場での自由

貿易を約束し、称号の交換を経済的

な儀礼とした関係

問10 日本列島で稲作が広まり、人々が竪穴住居に住んで定住生活を行っていた時代について説明した記述があります。その記述には、大陸から伝わ

った銅鐸や銅鏡などの青銅器が祭りの道具として用いられていたことや、当時の中国の歴史書において日本が「100余りの国」に分かれていたと

記されていることが示されています。この時代の名称として正しいものを選びなさい。 （2022年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 弥生時代 2. 縄文時代 3. 古墳時代 4. 奈良時代

問11 佐賀県に位置する吉野ヶ里遺跡は、周囲を深い堀や土塁で囲んだ大規模な環濠集落である。このような集落が造られた当時の社会背景を説明し

たものとして、最も適切なものはどれか。 （2023年 佐賀公立入試 類似）

1. 稲作によって収穫物の蓄えや土地

・水をめぐる争いが集落間で発生し

たため、外敵から守る必要があった

。

2. 氷河期が終わり海面の上昇が激し

くなったため、集落が水没しないよ

う高い防波堤を築く必要があった。

3. ナウマン象などの大型の獲物を効

率よく捕獲するための罠として、村

の周囲に深い溝を掘る必要があった

。

4. 大陸から仏教が伝来し、その寺院

を保護するために宗教的な儀礼とし

て堀を巡らせる必要があった。

問12 倭の奴国の王が、中国の後漢から金印を授かった紀元1世紀（西暦57年）ごろの世界情勢について、ヨーロッパや地中海周辺の動きを説明したも

のとして正しいものはどれですか。 （2026年 愛知公立入試 類似）

1. 地中海を囲む広大な地域を統一し

たローマ帝国が成立していた

2. アレクサンドロス大王が東方遠征

を行い、ヘレニズム文化が広がって

いた

3. ギリシャ人が地中海沿岸の各地に

ポリス（都市国家）を建設し始めた

4. 西ローマ帝国が滅亡し、ゲルマン

人の大移動が本格化していた



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説

問1 答え 1

豊作を祈るための祭りの道具として用いられ

、滋賀県や和歌山県を含む近畿地方で多くの

出土が確認されている。

青銅器はもともと大陸では武器や工具として使われていたが、日本に伝わると祭祀用の道具（

祭器）として大型化・薄肉化した。銅鐸はその代表例であり、出土数の統計においても兵庫県

、島根県、徳島県に次いで、滋賀県や和歌山県といった近畿圏で多く見つかっていることが特

徴である。

問2 答え 1

各地に「クニ」と呼ばれるまとまりができ、

それを支配する「王」が現れた。

稲作によって余剰生産物が生まれると、蓄えの多い者と少ない者の間で貧富の差が生じました

。また、水資源を管理するリーダーが権力を持つようになり、小さな集団が統合されて「クニ

」が形成されました。それらを統治する「王」が登場したことは、中国の歴史書にも記されて

います。なお、戸籍による口分田の支給は、後の律令国家の仕組み（班田収授の法）にあたり

ます。

問3 答え 1

豊作などを祈るための祭りの道具

大陸から稲作の技術とともに伝わった青銅器は、当初は武器としての形を持っていましたが、

次第に大型化・薄型化していきました。これは実戦で使うためではなく、村のまとまりを強め

るための祭りや儀式において、神を祀るための「祭具（祭礼具）」として重宝されるようにな

ったためです。

問4 答え 1

卑弥呼

弥生時代後期、倭（日本）では小国同士の激しい抗争が続いていました。この乱れを収めるた

めに、約30の国々の連合体である邪馬台国の女王として立てられたのが卑弥呼です。彼女はま

じないなどの宗教的な力を背景に政治を行い、混乱していた国内をまとめ上げました。

問5 答え 1

魏の皇帝から「親魏倭王」の称号や金印を授

かることで、国内の小国に対する自らの権威

を高めようとした。

当時の倭は多くの小国に分かれて争っていましたが、卑弥呼が強力な魏の皇帝から「倭の王」

として認められ、称号や贈り物を授かることは、周辺の国々に対して自らの政治的正当性を示

す外交的な手段でした。この記録が残る『魏志倭人伝』によって、当時の日本に存在した邪馬

台国の統治体制や社会の様子が現代に伝えられています。

問6 答え 1

後漢書

西暦57年に倭の奴国の王が使者を送り、光武帝から金印を授かった事実は『後漢書』東夷伝に

記されています。江戸時代に志賀島（福岡県）で発見された「漢委奴国王」の金印は、この記

述を裏付ける重要な史料となりました。3世紀の卑弥呼について記された『魏志』倭人伝とは

時代が異なるため、区別が必要です。

問7 答え 1

銅鐸

大陸から伝わった金属器の技術により、弥生時代には青銅器や鉄器が作られるようになりまし

た。銅鐸は近畿地方を中心に分布しており、初期のものは音を鳴らすための楽器のような役割

でしたが、次第に大型化し、稲作の豊作を祈る祭祀（祭り）のための道具として用いられるよ

うになったと考えられています。

問8 答え 1

当初は内部に「舌（ぜつ）」を吊るして音を

鳴らす楽器として使われたが、次第に大型化

し、豊作を祈る儀式で飾るための道具へと変

化した。

銅鐸は、古い段階のものは小型で、中に「舌」と呼ばれる棒を吊るして振り、音を鳴らして使

われていた痕跡があります。しかし、時代が下るにつれて急激に大型化し、表面にシカやカマ

キリ、高床倉庫などの精巧な絵画が描かれるようになるなど、音を鳴らす道具から、儀式の際

に見せるための祭祀具へと役割が変化していきました。武器から祭祀具に変化したのは銅剣や

銅矛の説明であり、土製の焼き物は埴輪、中国皇帝からの授与品は金印や一部の銅鏡（卑弥呼

の鏡など）を指します。

問9 答え 1

中国の皇帝に臣下として礼を尽くすことで、

自らの支配権の正統性を認めてもらう関係

1世紀には奴国の王が後漢の光武帝から金印を授かり、3世紀には邪馬台国の卑弥呼が魏から「

親魏倭王」の称号と金印などを授かりました。これらは、中国の皇帝から「位」を認めてもら

うことで、国内の他の勢力に対して自らの権威を誇示しようとした外交の形を証明しています

。

問1

0

答え 1

弥生時代

紀元前数世紀から紀元後3世紀頃にかけての日本列島では、大陸から伝わった水稲耕作（稲作

）が普及し、食料生産が安定したことで社会の仕組みが大きく変化しました。この時代、鉄器

が武器や工具として使われる一方で、銅鐸などの青銅器は豊作を祈るための祭礼具として重宝

されました。また、中国の歴史書『漢書』地理志には、当時の日本（倭）が100余りの小国に

分かれ、一部の国が楽浪郡を通じて中国（漢）に使者を送っていたことが記されています。

問1

1

答え 1

稲作によって収穫物の蓄えや土地・水をめぐ

る争いが集落間で発生したため、外敵から守

る必要があった。

弥生時代に稲作が始まると、余剰生産物の貯蔵や、稲作に不可欠な水田・用水をめぐって集落

間で利害対立が生じ、戦争が起こるようになりました。吉野ヶ里遺跡に見られる環濠や土塁、

物見櫓は、敵の侵入を防ぎ、村を守るための防御施設として機能していました。

問1

2

答え 1

地中海を囲む広大な地域を統一したローマ帝

国が成立していた

日本が後漢と交渉を持っていた紀元1世紀ごろ、ヨーロッパでは地中海全域を支配するローマ

帝国が全盛期を迎えていました。この時期は中国の漢王朝とローマ帝国の間で、シルクロード

を通じた間接的な交流が行われていた時代でもあります。ギリシャのポリス建設は紀元前8世

紀ごろ、アレクサンドロス大王の遠征は紀元前4世紀ごろの出来事です。


